
全国学校体育研究

最優秀校 受賞（文部科学大臣賞）
１１．１２(木）広島文化学園 HBG ホール

本校は、「楽しみ、挑み、磨き合う子どもの育成」をテーマに掲げ、子ども達の主体的な学びを

育てるために体育を窓口にして研究を行っており今年度で２１年目になります。

この間、市の公開研究会の委嘱を受けるなど、研究した実践を数多く発表して

きました。この度、こういった継続研究や子ども達が主体的に運動に取り組む

日常化の実践等が評価され、県の推薦委員会より日本学校体育研究連合会に優

秀校として推薦されました。さらに、本校を含め全国から推薦のあった学校

（１０５校）から文部科学省をはじめ学識経験者等で構成される最優秀審査会

の厳正なる審査の結果、研究内容の成果や実績等の選考基準に

より、本校が全国学校体育研究最優秀校（文部科学大臣賞）に

選ばれました。

１１月１２日（木）、広島

県で行われた表彰式では、

全国から集まった４０００

人もの前で、鈴木大地スポ

ーツ庁長官より五小に賞状

が授与されました。この栄誉を誇りに、今後も子ども達の生

き生きとした姿を目指して研鑽して参ります。
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校長 三 森 聡

スポーツ庁長官より表彰を受ける 全国学校体育研究最優秀校（文部科学大臣賞）の賞状

鈴木大地スポーツ庁長官

本校の授業研究会より 2年

満席の会場



校内マラソン大会

２１年ぶりに新記録（１年女子－2分 34秒3）

１０月３０日（金）に、校内マラソン大会が行われました。１・２学年６００ｍ、３・４学年８００ｍ、

５・６学年１，０００ｍのそれぞれの自己記録を目指し、子ども達はマラソンカードの各レベルを次々とク

リアしながら１ケ月間毎朝走り続けてきました。

新記録を出した児童は、これまでなかなか破れなかった先輩の校内記録（H6―2 分 34 秒 6）を２１年ぶりに

塗り替え、応援に来られた多くの保護者の皆さんから大きな拍手をいただきました。

新記録賞受賞（右端）と１・２学年男女 学年１～３位賞を受賞した子ども達

コーナーを意識してペース配分を考えて走る６年女子 スタートに集中する３年男子

～高校生との連携授業 、３・４年生が全国体育学科研究大会に～

山形新聞掲載

2015.11.20

歯を食いしばり競い合って

全国高校体育学科研究大

会の小学校との連携授業の

提案として、本校３・４年生

が公開授業に参加しました。

先生役の高校生が考えた

体づくり運動を一緒に運動

しながら楽しく教えていた

だきました。


